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大船渡市長杯 野球の部優勝やったー！！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度事業計画 
 

今年度は以下の３点を重点項目とし、施設運営の質の向上に取り組んでまいります。 

（１） 自立支援 

 高卒後に進学を希望する児童が増えているが、進学については「行けるなら行く」ではなく、「なぜ行きた

いのか」を考えさせながら多様な選択肢があることを学ばせていく。進学を希望する児童には上級学校で学ぶ

意義や、一人で生活する上でのメンタルヘルスケアの重要性、奨学金や貸付金を含めた金銭の計画的な利用方

法、困ったときの相談先の確認など、児童の適性を十分に考慮しながら丁寧に説明を行っていく。就職を希望

する児童には社会人の先輩として職業観を教えていくとともに、単に希望を受け入れるだけではなくその児

童の適性を考慮したアドバイスを行い、共に考え決定に導いていく。 

退園後はスムーズに一人暮らしを開始できるよう、自活訓練室を利用し疑似的な独り暮らし体験を行うこと

により、自立のための知識、技能を習得させる。また、成年年齢が１８歳に引き下げられたため、１８歳で何

ができるようになるのか、特に契約についての講義を行い、消費者被害やネットトラブルを未然に防ぐことが

できる力を身につけさせていく。 

 

（２） アフターケアの充実 

アフターケアにおいては後追いにならないよう、伴走しながら継続的に取り組んでいくこととする。定期的

な電話連絡や家庭訪問を実施することにより、必要な支援やサービスを受けているかどうか、新たなニーズが

ないか等、児童の情報を把握しながら計画的な支援に努めていく。状況把握の結果さらなる支援が必要と判断

された場合、ニーズに応じて関係機関と連携し、途切れない支援体制を構築する。 

 

基本理念・基本方針の紹介 

法人理念 【  調 和  】 

施設の基本理念 

「和の心と使命感をもって、たくましく思いやりのある児童を育成する」 

 

施設の基本方針 

 １ 子ども達の最善の利益を基本に養護を行います。 

 ２ 子どもたちの権利を守り、生きる力を育みます。 

 ３ 職員は一つとなり、子どもたちとともに歩み、ともに成長します。 

 ４ 子どもたちにとってより家庭的な養護に努めます。 

 ５ 地域における子育ての支援に努めます。 



（３） 権利擁護への取り組み 

くらし・あんしん委員会による聞き取りや満足度調査等を通し、職員と児童双方の権利擁護意識の点検や学

習を行うことにより、安全対策及び権利擁護意識の醸成・向上に関する啓発及び対策を図る。 

苦情解決体制として「苦情解決責任者」「苦情受付担当者」「第三者委員」を設置しているが、改めて苦情解決

の仕組みを児童、職員共に周知し活性化を図る。 

児童への個別の聞き取りを２ヶ月に１回在籍ホーム職員が実施していたが、聞き取りにおける公平性、中立

性を担保するため、今年度からは在籍ホーム以外の職員が実施することとする。聞き取りの翌月は委員会を開

催し、子どもたちが安全で安心な環境にいるかどうか、権利擁護に沿った支援が適切に実施されているかを確

認する。 

 

 

【招待行事イエーイ】 

 

 

 

【カメラ目線でピース V】     【なかよし４姉妹！？】     【この一杯がサイコー！】 

 

 

新人職員紹介 

令和 5 年度に採用され

た職員を紹介します。 

 

  

 

 

 

 

 

 

児童指導員 佐々木陽和 

今年度から採用になりました。より

良い子ども達への支援を目指して、

向上心を持って頑張っていきたいと

思います。何卒よろしくお願い致し

ます。 

児童指導員 眉見凛佳 

子ども達の最善の利益を常に考え

て支援していきたいと思います。 

 

児童指導員 佐藤 優奈 

至らない点も多くあると思いますが、

日々の中で子どもの個性や特性に合わ

せ、工夫して関わって行けるよう、精一

杯頑張ります。よろしくお願いします。 



 

 

清光里親サロン 

「お茶のみサロンぽかぽか」と 

「里父サロン」を開催しました���������� 

 

他施設の里親支援専門相談員にもご協力を頂きながら、久しぶりに里親サロンを開催(^^)/ 

たくさんの里親さんとお顔を合わせることが出来ました！！ 

お茶のみサロンでは、養子縁組が成立している方、一時里親と週末里親で子どもを受け入れて下さってい

る方、登録されてまもなくの方といったようにいろいろな立場の方にご参加頂いたことによって、皆さんの

ご経験を共有し、知識等を深め合うことが出来ました。また、お子さんと園児が交流出来る託児コーナーを

設けたことにより、子ども同士の関わりの中で笑顔が生まれ、会場全体が温かくなるシーンもありました。    

里父サロンは中部支部里親会さんとの共催で行われ、こちらには登録前の方にもお越し頂きました。素朴

な疑問に先輩里親さんが経験を踏まえて答えて下さり、サロン終了後には「さらに学びを深めて、ぜひ子ど

もたちの為に頑張っていきたい」と熱い思いをお話しして下さいました。 

 １０月には中部支部里親会さんとの交流行事、１２月、１月にはサロンとまだまだ開催予定の行事が控え

ています。当施設の里親支援専門相談員は男性と女性１名ずつを配置。男女ペアを強みとし、これからも里

親さんに寄り添っていきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

科目 当年度末 前年度末 増減 科目 当年度末 前年度末 増減

流動資産  87,683,826  75,668,474  12,015,352 流動負債  12,782,974  11,727,283  1,055,691

固定資産  483,968,143  494,994,419 △ 11,026,276 固定負債  116,242,122  120,294,087 △ 4,051,965

　基本財産  350,560,924  368,239,998 △ 17,679,074  0

　その他の固定資産  133,407,219  126,754,421  6,652,798 負債の部合計  129 ,025 ,096  132 ,021 ,37 0 △ 2 ,996 ,274

 0  0

 0

 0 基本金  1,000,000  1,000,000  0

 0 国庫補助金等特別積立金  236,574,998  248,666,476 △ 12,091,478

 0 その他の積立金  70,268,620  70,268,620  0

 0 次期繰越活動増減差額  134,783,255  118,706,427  16,076,828

 0 （うち当期活動増減差額）  16,076,828  18,745,267 △ 2,668,439

 0  0

 0 純資産の部合計  442 ,626 ,873  438 ,641 ,52 3  3 ,985 ,350

 0  0

資産の部合計  571 ,651 ,969  570 ,662 ,893  9 89 ,076 負債及び純資産の部合計  571 ,651 ,969  570 ,662 ,89 3  989 ,076

科目 予算 決算 差異 科目 当年度決算 前年度決算 増減

児童福祉事業収入  275,650,000  275,699,221 △ 49,221 児童福祉事業収益  275,699,221  262,078,295  13,620,926

経常経費寄付金収入  3,300,000  3,338,000 △ 38,000 その他の収益  0  0  0

受取利息配当金収入  10,500  1,947  8,553 経常経費寄付金収益  3,338,000  5,381,880 △ 2,043,880

その他の収入  688,000  692,688 △ 4,688  0

事業活動収入計  279 ,648 ,500  279 ,731 ,856 △ 83 ,356 サービス活動収益計  279 ,037 ,221  267 ,460 ,17 5  11 ,57 7 ,046

人件費支出  197,200,000  196,558,673  641,327 人件費  199,053,090  187,808,798  11,244,292

事業費支出  45,810,000  45,704,884  105,116 事業費  45,476,884  43,213,478  2,263,406

事務費支出  6,970,000  6,873,165  96,835 事務費  6,873,165  7,601,613 △ 728,448

支払利息支出  100,000  92,069  7,931 減価償却費  24,036,937  24,144,685 △ 107,748

その他の支出  0  0  0 国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 12,091,478 △ 12,249,833  158,355

事業活動支出計  250 ,080 ,000  249 ,228 ,791  8 51 ,209  0

事業活動資金収支差額  29 ,568 ,500  30 ,503 ,065 △ 934 ,565  0

サービス活動費用計  263 ,348 ,598  250 ,518 ,74 1  12,829,857

固定資産売却収入  10,000  13,641 △ 3,641 サービス活動増減差額  15 ,688 ,623  16 ,941 ,43 4 △ 1,252,811

施設整備等収入計  10 ,000  13 ,6 41 △ 3 ,641 受取利息配当金収益  1,947  1,662  285

設備資金借入金元金償還支出  6,050,000  6,036,000  14,000 その他のサービス活動外収益  692,688  1,990,036 △ 1,297,348

固定資産取得支出  11,080,000  11,026,628  53,372 サービス活動外収益計  694 ,635  1 ,991 ,69 8 △ 1 ,297 ,063

 0 支払利息  92,069  97,663 △ 5,594

 0 その他のサービス活動外費用  228,000  247,800 △ 19,800

施設整備等支出計  17 ,130 ,000  17 ,062 ,628  67 ,372 サービス活動外費用計  320 ,069  345 ,46 3 △ 25,394

施設整備等資金収支差額 △ 17 ,120 ,000 △ 17 ,048 ,9 87 △ 71 ,013 ザービス活動外増減差額  374 ,566  1 ,646 ,23 5 △ 1 ,271 ,669

経常増減差額  16 ,063 ,189  18 ,587 ,66 9 △ 2 ,524 ,480

積立資産取崩収入  220,000  225,237 △ 5,237

 0 施設整備等補助金収益  0  0  0

 0 施設整備等寄付金収益  0  0  0

その他の活動収入計  220 ,000  225 ,237 △ 5 ,237 固定資産受贈額  0  157,600 △ 157,600

積立資産支出  2,520,000  2,517,198  2,802 その他の特別収益  13,639  0  13,639

 0  0  0  0  0  0

 0  0  0 特別収益計  13 ,639  157 ,60 0 △ 143 ,961

その他の活動支出計  2 ,520 ,000  2 ,517 ,1 98  2,802 固定資産売却損・処分損  0  2 △ 2

その他の活動資金収支差額 △ 2 ,300 ,000 △ 2 ,291 ,961 △ 8,039 国庫補助金等特別積立金積立額  0  0  0

予備費支出  0  0  0 拠点区分間繰入金費用  0  0  0

当期資金収支差額合計  10 ,148 ,500  11 ,162 ,117 △ 1,013,617 拠点区分間固定資産移管費用  0  0  0

前期末支払資金残高  73 ,333 ,796  73 ,333 ,796  0 その他の特別損失  0  0  0

当期末支払資金残高  83 ,482 ,296  84 ,495 ,913 △ 1,013,617 特別費用計  0  2 △ 2

特別増減差額  13 ,639  157 ,59 8 △ 143 ,959

当期活動増減差額  16 ,076 ,828  18 ,745 ,26 7 △ 2 ,668 ,439

前期繰越活動増減差額  118,706,427  109,961,160  8,745,267

当期末繰越活動増減差額  134,783,255  128,706,427  6,076,828

その他の積立金取崩額  0  0  0

その他の積立金積立額  0  10,000,000 △ 10,000,000

次期繰越活動増減差額  134 ,783 ,255  118 ,706 ,42 7  16 ,07 6 ,828

特別増減の部

繰越差額増減差額の部

事業活動による収支 サービス活動増減の部

施設整備等による収支

サービス活動外増減の部

その他の活動による収支

純資産の部

資金収支計算書 事業活動計算書

(自）令和４年４月１日　(至）令和５年３月31日 (自）令和４年４月１日　(至）令和５年３月31日

令和４年度社会福祉法人青松会収支決算報告　　(法人全体）
（単位：円）

貸借対照表
令和５年３月31日現在

資産の部 負債の部



令和 4 年度から令和 5 年の 6 月までに頂きました沢山のご寄付・ご招待・ご慰問を紹介いたします。 

皆様の温かいご支援に対しまして、心より感謝申し上げます。 

 

～ご寄付～ （順不同） 

ダスカ様、インディー500 様、花巻市社協様、沖縄物産タイムス様、マルハン北上店様、多田眞紀子様 

乙部栄子様、フードバンク岩手様、キョーワ様、光陽社様、ウィンズ北上様、小田島様、智田文徳様 

高橋正克様、八重樫康治様、大興寺様、BNR 様、小原建設様、高橋十一様、八重樫まさ子様、田口様 

めぐみキリスト教会様、フレーベル館様、東北遊戯協会様、星野誠様、小原誠子様、高橋様、鈴木憲三様 

全国シャンメリー協同組合様、日本鏡餅組合様、岩手競馬組合様、ハートアライズ様、(株)日配運輸様 

花巻ロータリークラブ様、第一生命様、ウィンクレル様、毎日新聞様、鎌田清子様、小野寺貢様 

人と犬と憩いの場所様、ワールドメイト様、ドミノピザ様、照井重美様、(株)日成様、カワイスチール様 

藤原郁子様、村岡和浩様、川村アスロ様、こくみん共済様、ファーストリテイリング様、ケイローズ様、 

てるいさとし様、佐々木まりこ様、アサヒ軽金属工業様、(株)ドコモＣＳ東北様、高橋一雄様、大原皓二様 

イトーヨーカドー労働組合花巻支部様、岩手県遊技機協同組合様、(株)リロット様、西村辰彦様 

日本児童養護施設財団様、東北遊技機商業協同組合様、(株)エヌティーコンサルタント様、マクスタート様 

日本漢字能力検定様、日本 GEIRO 協会様、北上市社協様、篠原欣子記念財団様、宇田春枝様、藤田俊男様 

 

 

 

 

～ご招待～ 

韓式食彩ヤマト様、ビックブルズ様、花巻市文化会館様、大竹佐久子様（リンゴ狩り） 

アサヒ軽金属工業(株)
様・チャリティーご参
加者様よりご寄付をい
ただき車両を整備しま
した。新しい車に子ど
もたちも感激していま
す。アサヒ軽金属工業
様からの車両整備はこ
れで３台目となりま
す。 

(株)日成様より子ども
たちの PC 整備費用
にとご寄付をいただ
き、高校生用にタブ
レットを整備しまし
た。授業の中でも導
入が進んでおり活用
させていただくこと
が出来ます。 


